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スクールカウンセラー 

 連休も終わり、緑が一層濃くなってきました。４月のスタートダッシュから、ちょっ

とバテ気味の生徒もす少しずつ出てきているように思います。皆さん元気ですか？ 

 さて、松崎中学校には下記のようにスクールカウンセラーが配置されています。困

っていることや悩みごとで、先生にはちょっといいにくいなぁという時、また保護

者の方で子育てについて相談やお悩みのあるかたは気軽にお申し込みください。 

記 

松崎中学校SC   谷口 正弘 先生 

SC来校日時     毎週木曜日 １０：００～１６：００ 

場   所       教室棟１階カウンセリングルーム 

予約方法       担任、学年の先生など、相談しやすい先生に申し出て 

ください。 

※５、６月来校日 

５／１８、２５   ６／１，８，１５，２２，２９ 

部活動人数（４月２８日現在） 

  ５月２日の部活動懇談会には多数ご参加いただきありがとうございました。のべ

３６０名の方にご参加いただきました。中間テストが終わると、気温も上がってまい

ります。熱中症等十分に気をつけながら活動を進めて参りますが、ご家庭でも健康

管理等よろしくお願いいたします。 

 1年生の部活動加入状況 

水 泳      ４ 卓球 男    ４ バスケ 男  ６ 剣 道      １ 美 術   ６ 

テニス男   １４ 卓球 女    ５ バスケ 女  １ バドミントン １3 放 送   ４ 

テニス女    ５ バレー 男   ４ サッカー  １０ 演 劇     １７  

ソフトボール  ７ バレー 女   ６ 野  球    ８  吹奏楽     １１ 合計  １３１（７５％） 



主体性が求められる背景とは？ 

 「主体性」と言い続けていますが、なぜ「主体性」が必要とされているのでしょう？

またまたスマホで調べてみました。 

『今、主体性が求められる背景として、不安定で予測不能な※「VUCA（ブーカ）」

の時代が到来していることがあります。以前の常識が通用しなくなり、何が正解な

のかが分かりにくくなっているのが現代です。しかし、未来が予測できないからと

いって手をこまねいているだけでは、VUCA の時代を生き残っていくことはでき

ません。VUCA の時代だからこそ、どんな状況になっても対応できるようにしてお

くことが重要であり、そのためには前例にとらわれることなく、主体性を持って「今

やるべきこと」を考えられることが不可欠なのです。』  

とありました。 

※VUCAとは、変化し（Volatility）不確実で（Uncertain）複雑（Complexity）、 

さらに曖昧＝両義性がある（Ambiguity）現代の特徴を言い表す言葉です。 

 確かに、新型コロナ感染症の感染拡大や、ロシアのウクライナ侵攻、また、地震や豪

雨で堤防が決壊するなど、誰も予測していなかった出来事です。今の物価高もそう

です。 

 様々な予測・想定外の困難をどう乗り越えていくか。失敗を恐れず、あきらめず、

ねばり強く解決に取り組む。そんな力が必要とされています。 

  

主体性を高めるためのキーワード 

 「はい、やります。」 

「自分ならこうします。」 

 

主体性が低い人の口ぐせ 

                                「どっちでもいい。」    

                                「なんでもいい。」 

                             「どうしたらいいですか？」 

   


